
要旨
2012 年 9 月に, 日本福祉大学(以下本学)と大学所在地

である美浜町との連携による総合型地域スポーツクラブ

｢みはまスポーツクラブ｣ (Mihama Sports Club：以下

MSC) が開設された. MSC 開設時には複数のプログラ

ムが準備された. 本稿はその中から, 学生が参画できる

プログラムとして立案された ｢ちびっこアジリティ教室｣

での実践から得られた知見について考察を行なう. プロ

グラムの立案にあたって, 学生の参画は大学と地域双方

に利益が生じることが必要と考えられた. 大学側では

｢学生と地域とのふれあい｣ ｢学生の学びを深める｣ こと

が利益となった. 具体的には, ボランティアの場の提供,

指導計画の立案や指導実践等の学生の能力向上などであ

る. 地域には, 美浜町にはない 4歳から 6歳までの未就

学児童が運動する場の提供が利益となった. 実践の結果,

｢ちびっこアジリティ教室｣ は地域から友好的に受け入

れられた. 学生も実践から得られた経験と知識, ボラン

ティアに対する責任感の派生等得るものが多いことが示

唆された. 2013 年後期も実践は続けられている. 本稿

では, 2012 年度後期と 2013 年度前期の開催を中心に,

プログラムの立案経緯や実践の報告を行なう.

Ⅰ. はじめに
１. 背景

本学に所属する学生は, 学部を問わずボランティア活

動に積極的に参加する傾向が見られる. ボランティア活

動の窓口は多様である. 学生個人やサークル単位で行なっ

ているものを始め, 2011 年には災害ボランティアセン

ターが発足されている. 同センターでは, 長期休業期間

や週末などを利用して 2013 年現在も継続的に被災地支

援に取り組んでいる.

ボランティアの対象は災害支援だけに限らず, 学童保
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育, 特別支援学校, 小中学校などの教育機関, 老人介護

施設などの福祉施設, 行政など多岐にわたっている. ふ

くしに関わる広い分野に学生が興味を持ち, ボランティ

アに参加することは ｢万人の福祉のために, 真実と慈愛

と献身を｣ をミッションとし, 広い意味での ｢ふくし｣

を学ぶ本学の特徴ともいえる.

本学学生のボランティアは分野, 地域等広範囲にわたっ

て行なわれている. しかしボランティアを行なっている

学生に対するヒアリングから, 大学所在地である美浜町

においては, ボランティアがあまり行なわれていない実

態が明らかになった. また, ボランティアは無償の慈善

活動であることを理解しつつも, ボランティアを行なう

ことで各自の将来に役立つ学びを得たいと考えている学

生が多く存在することが明らかとなった.

そこで本学と美浜町が協働で企画, 運営を行なってい

る総合型地域スポーツクラブの ｢みはまスポーツクラブ｣

(以下MSC：Mihama Sports Club) において, 地域で

学生が参画できるボランティアの場を提供し, ボランティ

アを通して学びを得ることができるプログラムとして

｢ちびっこアジリティ教室｣ を立案し, MSC 開設前に

行なわれたプレ事業においてプログラムの効果や運営方

法などの検証を行なった (�村・松井・伊藤, 2012) .

本報告では 2012 年 9 月の開設以降に行なわれたプロ

グラムの実践から得られた知見の報告とともに, 学生と

地域が交流しながら学ぶことの意義について考察を行なっ

ていきたい.

２. 総合型地域スポーツクラブの推進

文部科学省は, スポーツ振興法に基づき, 目指すべき

スポーツ振興の基本的な方向性を打ち出すことを目的と

し, 2000 年 9 月に ｢スポーツ振興基本計画｣ を策定し

た. この計画策定から 5年が経過したことに伴い, 2006

年に中央教育審議会スポーツ, 青少年分科会の意見を踏

まえて計画の改訂が行なわれた (文部科学省 2006).

スポーツ振興基本計画では, 生涯スポーツ社会の実現

に向けた, 地域におけるスポーツ環境の整備充実方策と

して, ｢国民のだれもが, それぞれの体力や年齢, 技術,

興味, 目的に応じて, いつでも, どこでも, いつまでも

スポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会を実現

する｣ ことを目標としている. 具体的な目標として, 成

人の週 1 回以上のスポーツ実施率を 50 パーセントとす

ることが示されている. この考え方は, 2011 年に法律

が全改正され, ｢スポーツ基本法｣ となり, ｢スポーツ基

本計画｣ となっても踏襲された.

目標達成のための基本方針として ｢年齢や性別, 障害

等を問わず, 広く人々が, 関心, 適性等に応じてスポー

ツに参画することができるスポーツ環境を整備すること｣

が謳われている. スポーツ環境整備の重要な施策として

｢総合型地域スポーツクラブの育成, 推進｣ が推進され

ている.

３. みはまスポーツクラブ (MSC) について

本実践で学生が参画している ｢ちびっこアジリティ教

室｣ はMSCで開催されている.

2008 年に本学にスポーツ教育センターが設置された.

設置と同時期にセンターのミッションの一つとして, 大

学を基盤とした総合型地域スポーツクラブの検討が開始

された (日本福祉大学スポーツ教育センター HP).

2009 年には, 大学のクラブ検討の動きを知った美浜町

体育指導委員 (2012 年にスポーツ推進委員に名称変更),

ならびに町職員が加わる形で総合型地域スポーツクラブ

の設立の検討が始まった. 2010 年 7 月に設立準備委員

会が正式に発足し, 美浜町と本学が連携してクラブを設

立することが確認された. その後, 美浜町のスポーツ関

連既存団体との調整と連携, 町民のスポーツに対する意

識調査などが行なわれ, プログラムの検討が進められた.

MSC は地域住民の健康維持, 増進のために設立され

た組織である. 営利団体ではなく 2012 年の開設以降,

2013 年現在まで年会費の徴収を行なっていない. 運営

は教室への参加費と大学, 町からの出資で行なわれてい

る. このため, プログラムの指導は大学教職員, スポー

ツ推進委員のボランティアを中心に行なわれている. 本

実践のちびっこアジリティ教室も, 大学教職員の指導の

もとボランティアの学生で運営することを前提として計

画された. プログラムは 2012 年春季プレ事業として試

行され, その後の本開催においても継続して行なわれて

いる (�村・松井・伊藤, 2012).

Ⅱ. 学生参加プログラムの立案と意義
１. 美浜町における子どものスポーツ環境

プログラムを計画する前に, 本実践の内容が必要とさ

れているかを検討する必要があった. スポーツ教育セン

ターは, 2009 年度に町民のスポーツ意識調査を行ない,

地域のニーズを調査した (日本福祉大学スポーツ教育セ
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ンター・美浜町教育委員会社会教育課社会体育係, 2010).

調査において未就学児童はアンケート項目に入っていな

かった. そこで, 美浜町における未就学児童のスポーツ

環境を知るため, 2011 年度に行なわれたプレ事業のミ

ニテニス教室・ラクロス教室・よさこい教室において口

頭や書面によるアンケートで実態調査を行なった. 対象

は, 未就学児および小学校低学年の保護者である. 回答

は延べ 30 名から得られた. 主に口頭と自由記述より,

美浜町には子どもの基礎的な運動能力を養成する教室が

存在しないことが明らかとなった. ｢子どもにスポーツ

をさせたい｣ と考える保護者は近隣の半田市や武豊町ま

で通っていた. 中には名古屋市まで通っている子どもも

いるという情報も得た.

昨今, 子どもの ｢運動不足｣ や ｢運動音痴｣, ｢肥満解

消｣ のための運動教室や, 体育の家庭教師等が全国で展

開されている (スポーツ健康産業団体連合会, 2008).

しかし, 美浜町では就学前や小学校低学年児童にスポー

ツを行なわせる環境が十分ではなく, 環境を整え提供す

る必要性が示唆された.

２. 学生のボランティアニーズ

本学においてボランティア活動に参加している学生

30 名を対象に, ヒアリングによる調査を行なった.

活動場所は名古屋市内 19 名, 被災地 5 名, 学校所在

地である美浜町を除いた知多半島内が 9名であった (重

複を含む). 大学所在地である美浜町では 2 名であった

(重複者なし). 活動場所を見つける手段としては, イン

ターネット, 先輩からの口コミ, 新聞, 学内の情報掲示

板などであった. ボランティアを行なう理由に関しては,

全員が ｢困っている人の役に立ちたい｣ ｢知らない誰か

のために役に立ちたい｣ と慈善活動を行なうこと自体に

意義を感じていることがわかった. 加えて, ｢ボランティ

アを行なうことで各自の将来に役立つ学びを得たい, 得

られると思う｣ と考えている学生が多く存在することが

明らかとなった.

本学の学生は下宿生の割合が多く, 大学所在地の美浜

町にボランティアを行なう場所を作ることは, よりボラ

ンティアを身近なものにし, 関わりやすくすることがで

きると推察された. また, 将来教員や保育士を目指す学

生も多い. 教職員の指導を受けながら子どもを対象にボ

ランティアを行なうことは, 学生のキャリア形成にも役

立つことが推察された.

３. 期待される学生の学び

プログラム運営に参加する学生は, ボランティア参加

が基本である. ただし交通費等の必要最低限の経費は得

られるよう配慮している. いわゆるアルバイトのような

収入は得られない. 学生にとって, 本実践に参加するこ

とによる最大の成果は学びである. 参加の場面で学生は,

子どもの指導を行ない交流する場を提供される. 指導の

場面では指導の方法や, 難しさ・喜びなどを実体験とし

て学ぶことができる (竹田, 2009). また, 交流の場面

においても, 今後の進路に活かすことのできるコミュニ

ケーション力を磨くことができる. こうした学びが学生

の継続的な行動のインセンティブとなる.

学生の参加は未公認, スポーツ系の違いはあるがサー

クル単位で行なわれる場合が多い. ちびっこアジリティ

教室に参加する子どもや保護者にとって, 学生は個人で

はなく ｢日本福祉大学のお兄さんお姉さん｣ であり,

｢アメフト部のお兄さん｣ ｢～サークルのお姉さん｣ とし

て捉えられる. 学生スポーツ全般的に言えることだが,

一部を除いて観客や運営に苦労している場合が多い. 地

域ボランティアに参加することで認知度が上がり, ファ

ンが増加することはモチベーションの向上や試合への観

客動員などにつながることも期待できる. このようにプ

ログラムに参加することで学生が受ける恩恵は大きく,

多様である. 以上のことからも, 学生に学びの場を提供

できるプログラムを構築することは重要であると考えら

れる.

プレ事業の段階では, 準備されたメニューを行なう参

加にとどまっていたが, 学生が主体的かつ継続的にスポー

ツクラブに参画することでさらに深い学びやメリットを

享受することになると推察される.

４. アジリティ (敏捷性) 向上を狙いとする根拠

スキャモン (Scammon) の発育曲線によれば, 神経

系の発達は幼児期に顕著であり, およそ 6歳ごろまでに

成人のほぼ 90%に達すると言われている (中野, 2001).

したがって, 神経系が関与する運動能力を未就学の時期

に鍛えることが重要となる. 例えば, 文部科学省は 3・

4 歳で ｢体のバランスをとる動き｣ と ｢体を移動する動

き｣ を身につけさせ, 4・5 歳でさらに ｢用具などを操

作する動き｣ を加え, 5・6 歳でこれら 3 つの動きを洗

練化する, という流れを示し, その具体的な方法を幼児

期運動指針ガイドブックで例示している (文部科学省
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幼児期運動指針策定員会, 2012). そこで, これら 3 つ

の動きの洗練化を図るため, アジリティ向上を目的とし

たプログラムの必要性を感じた. 対象はプログラム立案

時点で地域に運動能力向上に関する教室がなく, 神経系

の発達に最も有効と思われる 4・5 歳の未就学児を対象

とした. 該当年齢の子どもにアジリティトレーニングを

行なうことは, 子ども達が将来出会うであろう様々なス

ポーツに対応する基礎となる運動能力を高めることにつ

ながる.

本学ではスピード＆アジリティ＆クイックネストレー

ニング (SAQ トレーニング) や動作を構成する基本的

動作を学ぶムーブメントトレーニングに取り組んでいる

スポーツサークルが少数ながら存在することも理由の一

つである. 指導を行なう学生からみた場合, 普段から行

なっているトレーニングを子どもに指導することで, 自

らの理解度を高められることが期待できる. また, 基礎

的な運動能力を持った子どもが将来, 町の既存スポーツ

団体に所属していくことは, 地域のスポーツ振興にも貢

献できる.

Ⅲ. ちびっこアジリティ教室の概要
１. 日程及び対象児童

ちびっこアジリティ教室は, 2012 年度プレ事業より

開始された. プレ事業は地域のニーズや学生の役割など

を確認するため ｢ちびっこアジリティ体験｣ として試験

的に 1 回のみの開催とした. その後教室として 2013 年

度前期までに合計 3期実施した. 今後も継続予定である.

2012 年後期からの教室はすべて 5 回で 1 期とし, 2012

年度後期は月に 1 度, 2013 年度前期は 2 週間に 1 度の

割合で実施された. 参加対象者は美浜町とその周辺地域

に在住する 4・5 歳の未就学児童とし, 募集定員はプレ

事業が 15 名, MSC 設立後は 2012 年後期が 15 名, 経

験を積んだ 2013 年前期が 20 名であった. 受付は先着順

とした. 毎回告知後すぐに定員が埋まってしまう状況が

あり, 保護者からも定員を増やしてほしいという要請が

あったが, 学生の経験値や, ボランティアであることを

考慮し, 少数での開催を行なっている.

参加費は 1期 5 回開催で 1,000 円である. この中には

保険代が含まれており, 学生の交通費等を差し引くと収

益はほとんどない.

広報活動は美浜町 HP やスポーツ教育センターの

web サイト, facebook などの web 利用や, 美浜町の広

報誌である ｢広報みはま｣ や, チラシなどの紙媒体を利

用した. また, 会員に対するメーリングリストを作成し,

情報を公開した.

２. 体制

ちびっこアジリティ教室は, 教員1名と学生のリーダー

的存在となる指導スタッフ 1～3 名, 補助スタッフリー

ダー・補助スタッフ 5～10 名程度 (学生ボランティア),

事務局スタッフ 1～3 名 (美浜町教育委員会, スポーツ

推進委員, 本学職員) で運営している. 教員は教室の基

本的なプログラムの立案や学生の指導などを行ない, 教

室全体を統括した. 指導スタッフには将来保育士を目指

し, 実習等の経験を積んだ子ども発達学部の学生や, ボ

ランティアサークルの責任者等を任命し, 教員の指導を

受けながら, プログラムの意図に沿った具体的な動き等

を立案させた. その他の学生ボランティアは経験により,

補助スタッフリーダー, 補助スタッフと役割を分けた.

補助スタッフはボランティア経験値の浅い学生やボラン

ティア初参加の 1年生, 体験的に参加する学生などが中

心であった. 難しい指導はあまり求めず, 楽しむことを

ベースに, 指導する動きの把握と, 安全に対する配慮を

指導し参加させた. 事務局スタッフは, 受付時の対応を

中心に参加した. 内容は出席の確認, 参加費の徴収, 写

真等の記録, 体重計測等を行なった.

３. 内容

ちびっこアジリティ教室は 4・5 歳の未就学児童のア

ジリティ (敏捷性) 能力を養成することを目的としてい

るが, 加えて保護者にもアジリティに対する基本的な知

識や, 家庭で楽しく遊びながら取り組むことができるア

ジリティトレーニングの知識を得てもらうことを目標と

した. 保護者には種目説明等を書いた資料を配布し, 教

員が解説を行なった. 運動能力には, 身体を巧みに使う

能力である巧緻性, 俊敏に体を移動する敏捷性, バラン

スをとりながら身体をコントロールする平衡性, 手足と

目の協応性などがある. これらは本来, 運動要素を持っ

た遊びの中にある, 多様な運動パターンを体験しながら,

楽しく遊びながら自然に発達していくものである. しか

し, 近年子ども達は運動要素のある遊びよりも, ゲーム

やテレビなどの静的な遊びの占める割合が増加している

と言われている (吉田ら, 2002). 本実践では, ｢走る｣

｢跳ぶ｣ ｢投げる・捕る｣ ｢回転する｣ ｢判断して動く｣ の
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5 つの動きを軸として, いろいろな動きを楽しく体験で

きるよう種目を考えた. 1 時間という時間制限があるた

め, 1 回の教室では 4 種目を選択し設定した. 5 回の教

室でいろいろな動きを体験するため, 毎時間種目の構成

は変更した. 教室は, 子どもを年齢や体格により4グルー

プに分けた. 補助スタッフリーダーが引率しながら, 設

定した 4 種目を 10 分程度ずつ行なった. 1 時間で 4 種

類の異なった運動パターンを体験できるようにプログラ

ムした. プログラム例を資料 1に示す.

４. 学生スタッフの指導, 育成

教室は, 学生ボランティアによる指導やサポートを中

心に行なわれた. 理想的なスポーツ環境の提供や地域と

の交流を行なうためには, 運営スタッフである学生が果

たす役割が大きい. 子どもの運動指導経験の少ない学生

が, いかに体験し, 学びを深めていくかが重要な課題で

ある. そこで学生に対する指導も段階ごとに変化させて

いくことを考えた. まず, 学生を経験値や知識等で ｢指

導スタッフ｣ ｢補助スタッフリーダー｣ ｢補助スタッフ｣

に分けた. 指導スタッフは実習等で指導案の立案や子ど

もに対する経験値があり, プログラムの具体的な内容の

立案等に携わらせた. その他にも補助スタッフへの指導,

助言を行なわせ, 責任を持たせることでより深い学びと

経験を積めるよう促した. 補助スタッフリーダーは, 本

実践を含む子どもの指導経験があるもので, 補助スタッ

フの指導を始め, 各種目の指導責任や班の引率などを行

なう. 補助スタッフは, ボランティア経験や子どもに接

する機会等の経験値が浅いものである. 補助スタッフは

最低限守るべき内容を指導し, 理解, 順守することを参

加の条件とした. 学生ボランティアに対して事前に配布

した心得を表 2に示す. それ以外はまず自らが楽しんだ

うえで ｢責任｣ ｢知識｣ などを学びながら経験を重ねて

いけるよう促した. 各回の教室の開催前には指導の注意

点やプログラム詳細について指導を行なった.

教室終了後には振り返り学習を行なった. 振り返り学

習では, 保護者からのアンケート結果や, 担当教員の感

想や指導, 事例をもとに, 学生と教員でディスカッショ

ンを行なった.
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Ⅳ. 実践結果の検討
１. 参加学生の感想

補助スタッフの中には, 1 日で来なくなってしまうも

のも若干名いたが, 多くはやりがいを感じ, その後も継

続してボランティアに参加してくれる学生が多かった.

本実践に参加した ｢補助スタッフリーダー｣ ｢補助スタッ

フ｣ に感想を自由記述にて回答させた. 以下に抜粋する.

Q ｢参加した感想を教えてください｣

・子ども達に名前を覚えてもらうことで, もっとちゃん

と教えられるようになりたいと思うようになった.

・楽しかったです！！

・知らないことや初めて経験したことがたくさんあった.

・ちょっとした言い方の工夫で子どもができるようになっ

たりして嬉しかったです.

・保護者の人の目が気になって緊張しまくった.

・いろんなことにコツがあって, 先生やリーダーに教え

てもらえたのが良かった.

・私はまだ名前とか覚えてもらえないんだけどリーダー

とかは覚えてもらえたり, 名前で呼んでもらってた.

けっこううらやましかった.

・子どもが言うことを聞いてくれない (泣).

・下の学年の子に指導するのは難しかったけどやりがい

があった.

・また参加します.

２. 参加児童と保護者の感想

教室終了後, 参加した児童の保護者に対してアンケー

トや口頭質問を行ない, 延べ 33 名から回答を得た. プ

レ事業をのぞく 2期のアンケートの結果を表 3に示す.

以下は自由記述による感想である.

Q ｢学生の指導を見て感想を教えてください｣ 自由記

述, 抜粋

《2012 後期》

・フレンドリーに対応して下さってとても良いと思う反

面, 安全面では少し不安だった. 見てはくれているが,

見ているだけで, 子どもがぶつかったり言う事を聞か

なかったりした時はもう少し子どもに注意しても良い

と思う.

・学生さんの言う事を聞かない子がいて, 学生さんも困っ

ていた. 親が子どもを見なければだめだと思う. ちゃ

んとやる子が困っている.

・子どもに合わせてやさしく指導してもらえた. もう少

し元気よくお願いします.

・最初の見本だけでなく, 学生も列に並んで見本を示す

と分かりやすいと思った.

・子どもに遠慮があるように見られました. もっとぐい

ぐい入ってきてもOKだと思う.

《2013 前期》

・子どもが楽しんでスポーツに取りくめてとてもよかっ

たです.

・一人ずつとても丁寧にかかわってくださった.

・ダメなことはダメ！！と怒ってほしい.
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・みんな優しくて頼もしかったです.

・学生の方がすごく子どもたちに接してくれたことにと

ても感謝しています. ありがとうございました.

・とても親切に, 楽しくできるように心掛けて下さって

いるのがわかりました.

・あいさつをきちんとしてくれ好印象でした. 時間外で

も子どもと接してくれたり, 体全体を使って子どもと

の距離を縮めようと積極的に動いてくれたりする姿勢

が見られました. 全体・個別ともに学生さんならでは

の若さあふれる指導がいいなと思いました.

・毎回とても楽しみにしているようでした. スタッフも

多く, たくさん声を掛けてくれたことで, うれしくて

がんばっているようで, こちらも安心して見ていまし

た.

Q ｢教室全体の感想を教えてください｣ 自由記述, 抜粋

《2012 後期》

・子どもはとても楽しそうでした.

・毎月 1回ではなくもう少し行なえると嬉しいです.

・楽しく参加できているようなのでよかった.

・子どもがとても楽しく運動できてよかったです.

・万歩計を受付で渡されたが, 説明がなくて使わなかっ

た. 大人も運動できてよかった.

・見学の小さな子どもが参加していた. 学生さんの言う

ことも聞かず困りました. しっかりやりたい子がちゃ

んとやれる環境でなければとても危険です. 時間内で

目についた子の親にちゃんとみてもらえるように協力

をお願いします.

・教室の内容はよいと思いますが, ふざけている子が多

すぎるのが気になる (そのうち怪我をするような気も

する). 女の子はそれを見て待っていたり困っている.

どうしてアスミルスポーツクラブの様にしっかりでき

ないのだろう？この教室の子ども達 (年中・年長) は,

ふざけている子が多すぎると思う.

《2013 前期》

・とても楽しかったため, また参加したいです. ありが

とうございました.

・とてもいい経験ができました. ありがとうございまし

た.

・とても楽しかったです. ぜひ後期も.

・子どもがすごく楽しんでいて, 毎回朝から ｢まだか,

まだか｣ と待ちこがれていました.

・美浜町にこのような教室を開いてくれたことに感謝し

ます.

・毎回楽しくできているようで, 満足げに帰宅していま

す.

・のびのびしていてよかった.

・いろいろな種目を用意して下さったので, 飽きること

なく子どもも楽しめたようです. 一つのことを大人数

でやるよりも子ども自身の個性を見ながら少人数単位

でやるプログラムがとてもよかったです. 次回また参

加させていただきたいと思います.

Ⅴ. 考察
１. 学生の成長

保護者のアンケート結果より, 2012 年度前期におけ

る教室開催では, 学生の参加を好ましく捉えつつも, 指

導に対する不安が多かったことが推察された. 実際に,

保護者が見ているという緊張や不安からであろうか,

｢子どもに遠慮してしまう｣ ｢子どもを叱れない｣ と言っ

た状況が多々あった. 理由について多くの学生が ｢親以

外に怒られたり, 注意された経験がないから｣ と自己分

析をした. 学生とのディスカッションの結果, ｢単に優

しく接することは子どもにとって必ずしも良いことでは

ない｣ ｢子どもが危険なことをするなど間違った行動を

した場合, 毅然とした態度で正しく叱る｣ ことが 2012

年度前期の総括であった. この結果 2012 年度前期に散

見された ｢もっと怒ってほしい｣ ｢けじめをつけてほし

い｣ というニュアンスの自由記述が, 2013 年度にはほ

とんど見られなくなった. 安全面に関する質問でも評価

は高くなった. この ｢気づき｣ による指導力の向上は,

学生自身が経験し分析した結果である. このことから,
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学生は本実践から多くの経験値や学びを得ることができ

ていると推察される.

２. 学生スタッフの育成と指導

学生がMSCに参画していくことは, 地域住民にとっ

てスポーツ指導環境や人材の提供を得ることになる. 学

生は指導体験からコミュニケーション力や運動指導に関

するスキルを得ることができる. こうした好循環を生み

出すには, 学生がボランティアに真剣に取り組む姿勢と,

成果を導くマネジメントが必要である. それには, 高い

意識や指導力を持つ学生スタッフの育成が不可欠である.

本学には学内外のボランティア活動によって, 集団・個

人双方で社会貢献を行なっている者が多く, 地域で活躍

できるスタッフへの成長が期待できる. しかし本実践当

初は ｢ボランティアは慈善活動である. 賃金も発生しな

いので責任は生じない｣ と考える学生の存在が散見され

た. ボランティア活動に対する意識や, そこから得られ

る学びは, 活動に漫然と参加しているだけでは得られな

い. ここでも指導やマネジメントの必要性を感じた.

現在学生に対する働きかけは ｢指導スタッフ｣ ｢補助

スタッフリーダー｣ ｢補助スタッフ｣ の段階ごとに行なっ

ている. ｢指導スタッフ｣ に対しては, 指導案の立案と

振り返り学習を教員が行なっている. また, 本報告時の

指導スタッフは, 保育士になることを目標としている学

生であった. 実習経験もあるため, 補助スタッフリーダー

や補助スタッフに対する働きかけにも協力させた. 指導

スタッフとのディスカッションでは, 指導する側に立つ

ことで子どもへの対応に対する理解を深めることができ

たようである. ｢補助スタッフリーダー｣ は教員と指導

スタッフ双方から指導と振り返りを行なっている. 指導

案の作成まではできなかったが, 補助スタッフの指導を

行なうことで, 責任感を持つことができたと推察される.

｢補助スタッフ｣ は, 将来保育士になりたい学生が多かっ

た. 子どもへの対応方法を中心に, ボランティアの楽し

さや責任感を知ってもらうことを優先させた. このため,

教員からの指導は事前に配布した心得を中心とし, あま

り多くの課題を与えないよう留意した. 指導は学生を中

心に前後のミーティングを行なった. アンケートからは

難しさを知ると同時に, 楽しさを感じ, ボランティアに

対する責任意識を持つことができたと推察される. 2013

年後期から効果的に事前指導の理解度を高めるために映

像を使った教材の作成を進めている. 映像等を用いるこ

とで学習の充実を図りたい.

学生には入学・卒業等での入れ替わりという課題や,

それぞれの生活環境などの問題も多い. 実際にプレ事業

から教室に携わっている学生の何名かは卒業を迎える 4

回生である. あとを引き継げるだけの意識やスキルを持っ

た学生はまだおらず, 学生スタッフの育成は急務である.

長期にわたり継続可能なクラブは極めて少ないと言わ

れている (竹田, 2009). 理由の一つに人材の確保があ

げられるであろう. 学生の入れ替わりに, クラブがいか

にうまく対応し, 長期的な取り組み (プログラムの継続・

展開) を実行できるかが今後重要となる.

Ⅵ. まとめと今後の課題
アンケートより, ちびっこアジリティ教室の開催は地

域住民に友好的に受け入れられていることが示唆された.

しかし, 子どもが運動できる場の提供だけでは不十分で

ある. 本実践にアジリティを選択した理由の一つに, 地

域の未就学児童の運動能力を高めるという目的がある.

本実践では, 子どもの運動能力を判定する基準として

｢MKS 幼児運動能力検査｣ を取り入れ, 運動能力検査

を実施している (幼児運動能力研究会). 参加児童が変

わるため経年での変化を見ることは難しいが, 地域の子

どもの運動能力を見る判断基準として活用し, 検証, 報

告を行ないたい.

本稿では ｢ちびっこアジリティ教室｣ の実践から得ら

れた知見の報告とともに, 学生がボランティアとして地

域の活動に参加する意義と得られる学びについて考察を

行なった. 現在, 大学と地域 (行政組織, あるいは地域

住民) が協働で運営している総合型地域スポーツクラブ
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は, 筆者が知りうる限り 25 例あり (2012 年 9 月時点),

各クラブ独自の運営を行なっている (文部科学省, 2012).

その中でも, 学生が総合型地域スポーツクラブに参画す

る実践報告はまだ少ない (高橋ら, 2010). 今後の運営

から得られる知見を蓄積し, さらに他のクラブと積極的

に情報交換をすることで, プログラムの質や学生の学び

の向上を図り, MSC の安定的な運営や発展に寄与した

い.
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資料 1 同一学生が作成したちびっこアジリティ教室の種目 (2012 年度後期)
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資料 2 同一学生が作成したちびっこアジリティ教室の種目 (2013 年度前期)


